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令和 5 年 (2023 年 )

◆大会テーマ　「江戸の大名庭園～再生と未来～」

日程：令和 5 年（2023）6 月 3・4 日（土・日）

会場：東京都内で調整中
　　　＊会場が確定次第、学会 HP と次号の
　　　　学会ニュースに掲載する予定です

6 月 3 日（土）：現地検討会、シンポジウム、
　　　　　　　 情報交換会

6 月 4 日（日）：研究発表会、理事会、総会、
　　　　　　　 日本庭園学会授賞式・学会賞
　　　　　　　 受賞者講演
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１．全国大会概要

２．大会趣旨

テーマ：「江戸の大名庭園
　　　　　　　　～再生と未来～」

　かつて、江戸の街には 1,000 か所以上の大名
庭園があったといわれているが、明治維新によ
り多くの大名庭園は放棄され破壊されてしまっ
た。わずかに残った庭園は、公共の庭園やホテ
ルなどの民間施設の一部として残されるのみで
あった。しかし、それらの庭園も関東大震災、
太平洋戦争によって構造物は焼失し、残されて
いた江戸の大名庭園の面影を失ってしまった。
　浜離宮恩賜庭園等の都立庭園は、平成 16 年

（2004）より遺構調査や史資料調査を行ないな

がら江戸の大名庭園を復元し次の世代に引き継
いでいくことを目的とした事業が進められてい
る。失われた江戸の大名庭園を復元していくこ
とは、江戸の文化を今に再現することであり、
それは次世代に継承すべき文化遺産であるとい
うことでもある。
　江戸の大名庭園の復元はどのような形でどの
ように進められているのか、そして、復元され
た江戸の大名庭園を、価値ある施設として現在
の人々に活用してもらうためにどのような取り
組みが考えられるのか、経緯も含めて議論して
いきたい。
　そして、現在、築地市場跡地では、江戸時代
に名園と謳われた浴恩園の発掘調査が行われよ
うとしている。江戸大名庭園の実態を解明する
上でも貴重な調査になると思われる。今回はそ
の、発掘調査の実態を少しでも明らかにできれ
ばと思っている。

発表申込み期限：令 和 5 年 ( 2 0 2 3 )
　　　　　　　　　　　 2 月 28 日（火）

　令和 5 年度（2023）全国大会におきまして、
研究発表を募集します。会員のみなさまにおか
れましては、ふるってご応募ください。

３．研究発表の募集について

◆申込み方法 
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　発表者氏名・所属・題名・連絡先を明記し、
発表概要（200 字程度）を添付のうえ下記の「発
表申込先」までお送りください。Ｅメールでお
申込みください。

※迷惑フォルダにメールが格納され、メール
　受信の確認が遅くなる場合がありますので、
　申込み後、1 週間を経ても申込み確認の連絡
　がない場合は、下記問い合わせ先まで、電
　話もしくはファックスでお問い合わせくだ
　さい。

発表申込先：t3awano@noda i . ac . jp
粟野 隆（東京農業大学地域環境科学部造園科学科） 発表要旨提出期限：

　　　　令和 5 年（2023）4 月 21 日（金）
　　　　＊本文版下原稿のメール提出期限

◆執筆要領

◆問い合わせ先
粟野 隆
全国大会運営委員、
東京農業大学地域環境科学部造園科学科
〒 156 － 8502
東京都世田谷区桜丘 1 － 1 － 1
電 　 話  ：03 － 5477 － 2428
Ｆ Ａ Ｘ  ：03 － 5477 － 2625
Ｅメール： t 3 awano@noda i . a c . j p

　全発表者分を研究発表要旨集として印刷し、
当日参加者に配布します。原稿はそのまま要旨
集の版下とします。学会の HP の「会則等」の
タブをクリックし、Word の書式見本をダウン
ロードして作成をお願いします。

浴恩園全図（圭次郎写し、明治 17 年、国会図書館所蔵）
■

　分量は、Ａ 4 判で 2 ページもしくは 4 ページ、
6 ページ、8 ページとします（奇数ページでの
原稿は、受け付けませんのでご注意ください）。
　なお、学会 HP からダウンロードできない方は
粟野隆までメールにてお問い合わせください。
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令和 4 年度日本庭園学会関西大会に参加して
京都芸術大学歴史遺産学科　文化財保存修復・歴史文化コース３回生　浅川美月

　令和 4 年度の日本庭園学会関西大会は、11 月
5 日、6 日の２日間の日程で開催された。初日は
ひと・まち交流館 京都・第５会議室において、
午前中に５件の研究発表があり、午後は公開シ
ンポジウム「近現代の二条城ー継承・創出・保
存―」が行われた。
　公開シンポジウムでは、まず話題提供として
今江秀史氏、近藤泰生氏、杉本宏氏の 3 名から
それぞれ研究報告があり、これらを踏まえた上
でのディスカッションが行われた。二条城の歴
史・庭園に関する最新の知見とその管理・活用
法が主な内容であり、新たな発見や価値観を共
有することができた。
　２日目は終日、現地検討会が行われ、実際に
京都御苑と二条城を訪れて、現地を歩きながら
前日のシンポジウム内容を振り返りつつ、どの
ように整備されているか、またどのように今後も
整備活用すべきかを学んだ。
　京都御苑では、まず京都御苑情報館内に展示
されているジオラマを見学し、禁裏（京都御所）
の周辺に営まれていた公家町が、明治維新後ど
のような経緯で京都御苑として整備されるに
至ったのかについて学んだ。ここで注目した点は
桂宮邸跡である。
　桂離宮を営んだ八条宮家（のちに桂宮家に改
称）は慶長 10 年（1605）に現在地に本邸を移
転した。邸宅は幾たびかの火災によって焼失と
再建を繰り返し幕末に至ったが、明治 14 年に
宮家は断絶した。この頃、二条城も徳川家の手
を離れ新政府が接収し、太政官代、京都府庁を
へて明治 17 年から宮内省の所管となり、二条
離宮となった。この時、本丸の建物は「大破」
の状態であったため、残されていた旧桂宮邸の
玄関・御車寄・御常御殿・御書院が本丸御殿と
して移築されたのである。
　実際に現在の桂宮邸跡を訪れると、建物は全て
失われているが、平面にて当時の邸宅の間取りが
再現されており、その規模を感じることができた。
しかし桂宮邸跡には庭園が現在も残されており、
築山や遣水、園池の遺構を見学することができた。
幕末、孝明天皇の内裏が嘉永 7 年（1854）に延焼
した際、桂宮邸が仮内裏に充てられた。御常御殿を
東から南に巡る遣水はこの時に新たに作庭された
ものであり、御書院前の園池は従前からのものを
改修したという。
　建物の平面表示は令和 4 年春に環境省 京都御苑
管理事務所によって整備が完成したばかりとの
ことである。庭園遺構の発掘調査も行われたと
のことであり、今後のさらなる整備に期待したい。

　続いて訪れた二条城は、慶長 8 年（1603）に
徳川家康によって御所の守護と将軍の宿泊所と
して建てられた城であるが、建築当初から現在に
至るまで、社会や時代によってその役割や機能は
変わってきており、その度に庭園にも少しずつ
手が加えられているようである。二条城内の庭園
には、特別名勝二の丸庭園をはじめ、本丸庭園、
清流園などがあり、それぞれ作庭年代や特徴が
異なっていて、二条城の歴史を象徴していると
いえる。
　現在は令和 2 年度に策定された『史跡旧二条
離宮 ( 二条城 ) 保存活用計画』に基づき庭園の
植栽をはじめとする現状変更の対応がなされて
いる。その管理する範囲の拡大に伴い二条城の
職員での直接的な管理では手が足りず、平成 22
年度より直営管理と委託管理による併用にて二条
城内の植栽を管理しているという。
　現在、二条城庭園の管理における課題としては、
樹木の老齢化や成長によって景観を損ねることや、
文化財の毀損の恐れがあることがあり、その処理に
当たっていかねばならない。そしてその処理の
ためや諸作業のための施設の確保を、来城者への
配慮も考慮しつつ更新していく必要もあるようだ。
　さらには、これらを踏まえた上で、文化財を
保存するだけでなく「活用する」という文化財
行政の変化の状況への対応や、積み重ねられた
庭園管理技術や知見の継承にも努める必要があ
る。そのために、管理を受託した業者さんにわ
かりやすい資料を作成するなど具体的な策が取
られている、とのことだ。
　文化財の活用については『二条城 MICE プラ
ン』が立てられている。これは二条城の施設の
一部を会場などとして活用していくものであり、
屋内・屋外において勉強会や立食などができる
という、かなり開かれた方法で二条城の保存、
継承に理解を示してもらう活用である。
　２日間にわたって二条城の保存状況、課題、活用
について学び、知識を深めた。京都市の観光地
として上位に入る二条城ですら多くの課題を抱
えており、まだまだ調査研究を進めるべき課題も
多 く あ る と い う 実 態 を 知 る こ と が で き た 。
しかしながら、二条城が様々な方法でより良い
文化財の保存活用法を目指し、それが実現して
いったならば、他の地域の文化財にとっても大
いに参考になることだろう。それぞれが新たな
活用法や研究課題を発見する、ということに繋
がるならば、日本の文化財業界全体のパフォー
マンスの底上げになるのではないか、と思われた。



国指定特別史跡・特別名勝　小石川後楽園
文化財指定 100 周年記念行事
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日本庭園学会広報委員会

〒 606-8271 京都市左京区北白川瓜生山２－１

 京都芸術大学日本庭園研究センター気付　

 日本庭園学会関西支部事務局　FAX(075)791-9342

【会費納入のお願い】
　学会費の納入額をご確認のうえ、納入のほどよろしく
お願いします。また、過年度滞納の方は併せて納入のほ
どよろしくお願いします。

■
協力者 ： 森本 ( 植彌加藤造園株式会社 )

今江秀史、加藤友規

■


